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要　旨
　本報告の目的は，平成24年度留学生交流支援制度により実施した“Transcultural	Nursingプログ
ラム”における看護学部生のソウル国立大学看護学部へのショートビジットプログラム（本プログラ
ム）に参加した学生の学び・変化・評価を検討することを通じて，看護学生の文化的感受性を高める
ための教育のあり方について示唆を得ることである．
　プログラムに参加した学生は，４年次生１名（編入学生），３年次生３名（うち，編入学生１名）
の合計４名であり，全員女性であった．本プログラムは“Transcultural	Nursingプログラム”の学
習目的・学習目標が達成できるよう，事前学習，現地学習，事後学習の３部で構成した．事前学習で
は，英語による自己紹介用紙の作成，韓国文化・韓国語講座，英語による日本文化紹介のプレゼン
テーションの練習などを行った．現地学習では，異文化看護に関する講義，施設見学，英語による日
本文化紹介のプレゼンテーション，文化体験などを行った．事後学習では，学習成果に関するレポー
ト作成，学内成果報告会などを行った．
　プログラムに参加した学生の学びには，《現地での学習を通じた韓国の看護の理解》《文化に配慮し
た看護の重要性への気づき》《日本文化や自分自身を知ることの重要性への気づき》《他国と比較す
ることによる日本の看護の長所と課題への気づき》などがあった．学生の変化は，《学習意欲の高ま
り》《将来の目標の明確化》《自己の成長の実感》にまとめられた．
　学生は，概ね“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目的・学習目標に沿った学びを得るこ
とができたと考えられた．また，本プログラムでの体験は，《学習意欲の高まり》《将来の目標の明確
化》など，学生のキャリア形成にもつながっていることが示唆された．
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Ⅰ．は じ め に
　文部科学省は日本から海外への留学者数の減少，
グローバル化の時代である現代における日本の若
者の内向き志向を憂慮して，「国際社会で活躍で
きる我が国の人材の育成とともに，海外の優秀な
学生や研究者の受入れが不可欠である．」とし１），
日本人学生の海外派遣と留学生受け入れを推進す
る施策を進めている．
　これを受けて日本学生支援機構は，国際的な視
野を有する学生の育成を促進するとともに，大学
等の国際化を促進することを目的として，留学生
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交流支援制度（ショートステイ，ショートビジッ
ト）を実施している．この制度は，「我が国の大
学等が実施する３か月未満の学生受入れ，または
３か月未満の学生派遣のプログラムの支援により，
多様な学生の受入れまたは派遣の機会を提供す
る」２）ものである．「ショートステイプログラ
ム」は，３か月未満の学生受入れプログラムをい
い，「ショートビジットプログラム」とは，３か
月未満の学生派遣プログラムをいう２）．
　 千 葉 大 学 大 学 院 看 護 学 研 究 科 は，
“Transcultural	Nursingプログラム”を日本学生
支援機構が募集した平成24年度上記制度に申請し，
採択された．平成24年８月にはこのプログラムの
一環として，看護学部生を対象に韓国のソウル国
立大学看護学部へのショートビジットプログラム
を実施した．本学看護学部生のソウル国立大学看
護学部への派遣は初めてであった．
Ⅱ．目　　　的
　本報告の目的は，平成24年度留学生交流支援制
度により実施した“Transcultural	Nursingプロ
グラム”における看護学部生のソウル国立大学看
護学部へのショートビジットプログラムに参加し
た学生の学び・変化・評価を検討することを通じ
て，看護学生の文化的感受性を高めるための教育
のあり方について示唆を得ることである．
Ⅲ．ソウル国立大学看護学部へのショートビジッ
トプログラムの概要
　ソウル国立大学看護学部へのショートビジット
プ ロ グ ラ ム（ 以 下， 本 プ ロ グ ラ ム ） は
“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目
的・学習目標が達成できるように構成した．
“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目的
は，「看護とヘルスケアを社会文化的な要因との
関連から理解し、文化的感受性を高める．」であ
り，学習目標は，「１）それぞれの文化に固有な
ケアをその文化的背景から理解する，２）看護に
影響を及ぼす文化的要因を分析する，３）異文化
看護におけるアセスメントの方法を習得する，
４）文化と看護の多様性および共通性を比較す
る」であった．
　本プログラムは「異文化看護演習」（２単位）
に読み替えられるため，科目責任者の教員と相談
して内容を検討した．表１に示すように，事前学
習，現地学習，事後学習の３部構成とし，事前学
習は，平成24年７月６日（金）～８月11日（土），
現地学習は平成24年８月19日（日）～８月25日
（土），事後学習は８月28日（火）～10月10日
（水）の日程とした．事前学習の期間中（７月31
日から８月９日）に留学生交流支援制度のショー
トステイプログラムにより，ソウル国立大学看護
学部，北京大学看護学部（中国），ガジャマダ大
学看護学部（インドネシア）から８名の学部生が
千葉大学看護学部に滞在し，異文化看護プログラ
ム（プログラム名は異文化看護（Transcultural	
Nursing,	TCN）ちば，以下，「TCNちば」）に参
加した．そのため，現地学習に加えた異文化交流
の機会として，ボランティアとして交流すること
もプログラムに組み込んだ．現地学習では，講義
や学生間の交流は英語で行われ，施設見学につい
ては，日本語と韓国語のバイリンガルのソウル国
立大学の看護学部生が通訳をつとめた．現地学習
には学術・国際交流委員会委員である教員Aが引
率し，事前学習と事後学習は教員Aと学術・国際
交流委員会委員長である教員Bが主に担当した．
　ソウル国立大学看護学部は，1907年，Daehan
病院に設立された２年間の助産師・看護師養成施
設を前身としている．1959年にソウル国立大学医
学部看護学科として４年間の学部教育をスタート
させ，1964年に修士課程，1984年に博士課程をそ
れぞれ設立した．1992年にソウル国立大学看護学
部として，学部として独立し，現在，日本，アメ
リカ，カナダ，タイなどの大学と活発に国際交流
を行っている．
Ⅳ．本プログラムに参加した看護学部生の背景
　本プログラムに参加した看護学部生（以下，学
生）は，４年次生１名（編入学生），３年次生３
名（うち，編入学生１名）の合計４名であり，全
員女性であった．１名は本プログラムが初めての
海外への渡航経験であり，１名は１か月未満の海
外滞在経験があり，２名は１年以上の海外滞在経
験を有していた．本プログラムに参加した動機は，
「文化的感受性を高めるため」「異文化看護を学ぶ
ため」「看護の学習，視野の拡大」「異文化に触れ，
その地域に特有な看護を学ぶため」であった．
Ⅴ．本プログラムに参加した学生の学び・変化・
評価の検討方法
　４名の学生が提出した学習レポート（現地学習
における日々の学習記録５日分と学習成果に関す
るレポート）および本プログラムの評価に関する
アンケートの記載内容のうち，“Transcultural	
Nursingプログラム”の学習目的・学習目的に関
連する内容に着目し，「本プログラム参加により
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表１　ソウル国立大学看護学部へのショートビジットプログラムの概要
学習・活動内容 概　要　説　明
事前学習 ①オリエンテーション
②英語による自己紹介用紙の作成
③韓国文化・韓国語講座
④事前学習課題をもとにグループ
ワーク
⑤英語による日本文化紹介のプレ
ゼンテーションの準備
⑥「 異 文 化 看 護(Transcultural	
Nursing,	TCN)ちば」に参加
⑦出発前オリエンテーション
　教員より，“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目的・学習目標，ス
ケジュールの概要等について説明を受けた．
　教員の指導を受けながら，ソウル国立大学看護学部の教員に提出する英語に
よる自己紹介用紙を作成した．
　2名ずつのグループで，韓国語教師から，韓国のマナー・生活習慣，ハング
ルの成り立ちと読み方，韓国語による自己紹介等について講義を受けた．
　事前学習課題として日本と韓国の看護教育の現状，保健医療福祉の動向など
についてまとめ，学生相互に発表し，ディスカッションを行った．
　日本文化に関するテーマを自分で設定し，英語によるプレゼンテーションを
作成した．相互に発表し，ディスカッションを行うことを通して内容を洗練し
た．
　ソウル国立大学看護学部および異文化への理解を深めるため，千葉大学看護
学部での異文化看護プログラムにボランティアとして参加し，ソウル国立大学
看護学部，北京大学看護学部，ガジャマダ大学看護学部の8名の学部生と交流
した．
　現地学習のスケジュール等について説明を受けた．
現地学習 ①ソウル国立大学看護学部教員に
よるオリエンテーション
②引率教員によるオリエンテー
ション
③歓迎セレモニー
④歓迎会
⑤キャンパスツアー
⑥異文化看護に関する講義（異文
化看護の概念、子育て、組織文
化、母子保健）
⑦施設見学（病院、保健センター、
老人ホーム）
⑧英語による日本文化紹介のプレ
ゼンテーション
⑨文化体験
⑩送別会
⑪引率教員との振り返り（毎日）
⑫日々の学習記録の作成（毎日）
　宿泊先となる寮や食事について，ソウル国立大学看護学部教員から説明を受
けた．
　引率教員である教員Aから，スケジュールや安全管理のための現地での約束
事項等について説明を受けた．
　現地学習の初日にソウル国立大学看護学部の学部長，国際交流委員会メン
バーから歓迎の挨拶とソウル国立大学看護学部の紹介を受けた．学生は韓国語
と英語で自己紹介を行った．
　現地学習の初日にソウル国立大学看護学部の教員と学部学生による歓迎会が
行われた．学部学生には，「TCNちば」に参加した学生4名が含まれた．
　メインキャンパスであるGwanakキャンパスと医学部や看護学部がある
Yeongeonキャンパスのツアーを行った．看護学部では実習室を見学し，看護
技術演習のためのシミュレーターについて説明を受けた．看護学部資料館も見
学した．
　ソウル国立大学看護学部の教員4名により，異文化看護の概念，子育て，組
織文化，母子保健に関する講義が英語で行われた．事例を用いたりグループ
ワークを交えた授業が行われた．
　病院，保健センター，老人ホームを訪問し，施設管理者による説明・質疑応
答が行われた．
　ソウル国立大学看護学部の教員と学部学生に対して，茶道，習字，浴衣，神
社とお寺のテーマについて発表・質疑応答を行った．
　韓国の伝統衣装を着て，韓国の伝統菓子を作り，お茶の作法を学んだ．
　現地学習の最終日の前日，ソウル国立大学看護学部の国際交流委員会メン
バーと学部学生による送別会が行われた．学生は，韓国語と英語で感謝の言葉
を述べた．
　毎日のプログラム終了後に学生と引率教員とで学習内容を振り返り，疑問点
の確認を行った．
　学生は毎日の学習・活動内容について振り返り，A4のレポート用紙に
“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目標に沿った学びを記録し，翌朝
に引率教員に提出した．教員は学生の気づきを意味づけるコメントや文献等で
さらに学習を進めるとよいことについてのコメントを記載し，翌日に返却した．
事後学習 ①帰国後グループワーク
②学習成果に関するレポート作成
③学内成果報告会
　“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目的・学習目標に照らして学ん
だこと，今回の経験を今後どのように生かしていきたいかなどについて学生相
互に発表し，ディスカッションを行った．教員は，学生の学びを学習目的・学
習目標に関連づけてコメントを行った．
　学生個々にプログラム参加による学びとその成果について，レポートを作成
した．
　本学看護学部生や教職員を対象とした学習成果報告会（全体で50分間）にお
いて，学生個々に10分間で学習成果を発表し，ディスカッションを行った．
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学生は何を学んだか」「本プログラム参加により
学生に起こった変化は何か」「学生は本プログラ
ムをどのように評価しているか」についての記述
を抽出し，まとめた．
　上記の分析を行うことについての倫理的配慮と
して，各学生に対して，看護学生の文化的感受性
を高めるための教育のあり方に示唆を得るために，
学習レポートおよびアンケートを分析させてほし
い旨を口頭と文書使用により説明し，署名による
同意を得た．①学習レポート・アンケートの作成
は留学制度利用に必須であるため，追加課題が課
されることはないこと，②学習レポート・アン
ケートの分析への同意は自由意思にもとづくもの
であり，いったん同意した後でもいつでも協力を
取り下げることができ，またそれによって留学制
度利用に不利益が生じることは一切ないこと，③
学習レポート・アンケートは学生から個別に直接
回収し，個人情報の保護を厳重に行うこと，④学
習レポート・アンケートは厳重に保管し，報告終
了後ただちに粉砕処分をすること，⑤データ分析
は集団として行い，無記名による学習成果として
公表することについて説明し，これらを遵守した．
なお，本研究は千葉大学大学院看護学研究科の倫
理審査委員会の承認を得て実施し，ソウル国立大
学看護学部からは，本報告を千葉大学看護学研究
科紀要に掲載することに関する掲載許諾を書面に
て受けた．
Ⅵ．結　　　果
１．本プログラムに参加した学生の学び
　本プログラムに参加した学生の学びは，《現地
での学習を通じた韓国の看護の理解》《日本での
看護に活かせる新たな知識の獲得》《看護と文化
との密接な関連への気づき》《文化に配慮した看
護の重要性への気づき》《日本文化や自分自身を
知ることの重要性への気づき》《自分の価値観は
当たり前ではないことへの気づき》《他国と比較
することによる日本の看護の長所と課題への気づ
き》《国際的な視野を持つことの重要性への気づ
き》《異文化理解には言語以外も重要であること
への気づき》《韓国文化への理解の深まり》《日本
文化への理解の深まり》にまとめられた．詳細を
表２に示す．
２．本プログラムに参加した学生の変化
　本プログラムに参加した学生の変化は，《学習
意欲の高まり》《将来の目標の明確化》《自己の成
長の実感》にまとめられた．詳細を表３に示す．
３．本プログラムに参加した学生の評価
　留学前オリエンテーションについての評価
（「十分あった・少しあった・あまりなかった」の
３段階）は，全員が「十分あった」と回答した．
本プログラムのよかった点として，「簡単な韓国
語を学んでいたことで，自己紹介の時によい印象
を与え，コミュニケーションの一つの手段となっ
た．」があった．改善すべき点として，「英語の
レッスン，会話などの練習（看護用語，講義に対
応できるレベルの英語）も必要だと思う．」「日本
の看護が国際化に向けてどんな問題に直面してい
るかなどの情報が事前にあるとよかった．」が
あった．
Ⅶ．考　　　察
　日本と韓国は隣国であり，文化的背景が類似し
た点もあるが，《文化に配慮した看護の重要性へ
の気づき》《自分の価値観は当たり前ではないこ
とへの気づき》などの学生の学びから，概ね
“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目
的・学習目標に沿った学びを得ることができたと
考える．以下に事前学習，現地学習，事後学習ご
とに学習内容や教員のかかわりと学生の学び・変
化・評価との関連を考察する．
　事前学習で，学生が韓国文化・韓国語講座を受
講し，「TCNちば」に参加してソウル国立大学看
護学部生をはじめとする他国の学生と交流してい
たため，韓国の文化やマナーを知識としてだけで
なく，実践的に習得する機会となったと考える．
「簡単な韓国語を学んでいたことで，自己紹介の
時によい印象を与え，コミュニケーションの一つ
の手段となった．」という学生の評価にあったよ
うに，英語だけでなく韓国語での挨拶ができるこ
とは，現地でのコミュニケーションを促進したこ
とがうかがえる．しかし，講義や学生間の交流は
英語で行われたため，「英語のレッスン，会話な
どの練習も必要だと思う．」という意見のように，
英語学習の必要性も指摘されている．今回，看護
学部の教員が事前学習のすべてを担ったが，千葉
大学全体で推進されているスキップワイズプログ
ラムのイングリッシュハウス（http://design-cu.
jp/ehouse/,	2013年12月12日アクセス）等の大学
全体の資源も活用することで，さらに充実した事
前学習にしていくことができるだろう．また，日
本と韓国の看護教育の現状の学習，日本文化紹介
のプレゼンテーションの準備など，日本の看護・
文化について事前に学習・理解していたので，現
地学習での韓国との対比がしやすくなったと考え
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表２　プログラムに参加した学生の学び
分　　　類 具　　体　　例
現地での学習を通じた韓国
の看護の理解
日本と韓国の言語や生活文化が似ているので医療制度や看護方法も似ているのではないかと思っ
ていたが，事前学習を通して様々な違いに気づき，現地ではその違いを実感することができた．
韓国の背景を講義で学びながら病院や保健所を訪問し，学生との交流を持つことで，韓国の医療
制度や生活様式・環境・文化の違いに触れることができ，文献等の調査だけでは知ることのでき
なかった知識や体験を得ることができた．
日本での看護に活かせる新
たな知識の獲得
文化受容についていくつかのタイプがあることを知った．このような考え方も是非看護に活かし
ていきたい．
看護職者として今後，入院患者や地域住民との関わりの中で活用することができるアセスメント
方法を学んだ．
看護と文化との密接な関連
への気づき
国ごとの看護の特徴や性質は，その国の文化や歴史，生活スタイルなどと深く関連していること
に気づいた．
文化に配慮した看護の重要
性への気づき
入院患者には他国の方もいて苦戦した経験がある．その人の背景にあることを含めたアセスメン
トが重要であることを再確認できた．
人種や民族という大きな文化だけでなく，個人や家族，職業集団などの小さな文化も意識してい
く必要があることを，医療従事者として意識を高めていかなければならないことを学んだ．
違いに気づくためにも，やはりそれぞれの背景に対して敏感になっていく必要があることが理解
できた．
相手の背景（文化や価値観，信念など）をきちんと捉えていくことは，基礎看護の授業でよく言
われていたが，改めて必要性を確認できた．
日本文化や自分自身を知る
ことの重要性への気づき
日本文化紹介の準備において，自分の国のことを十分理解していない自分に気がついた．文化を
知ることは，私たちの日常生活，習慣，物語，地理，歴史などのすべての原点を知ることであり，
自分自身を知ることだと痛感した．
看護をするにあたって，私自身の背景にある生活習慣や生活文化を知ることで「私」を捉えるこ
とができて，相手の背景を意識してケアや対応をする大切さを学んだ．
韓国の看護と比較するためにはまず自分の国である日本の特徴についてよく知らなければならな
いと感じた．
自分の価値観は当たり前で
はないことへの気づき
日常から離れ客観的に自分を見つめることで，今自分が暮らしている世界や持っている価値観や
考え方は当たり前ではないことに気づいた．
自分が常識だと考える基準と相手の異なる基準に気づくことや，相手の文化を理解しながらコミュ
ニケーションをとることは相互理解に重要なことだと痛感した．
自分たちの考え方や習慣・価値観が当たり前なのではなく，様々な異文化の視点を考える視点が
大切であることがわかった．
他国と比較することによる
日本の看護の長所と課題へ
の気づき
日本の看護について学ぶ上で，他の国の看護と比較して学ぶことで，さらに日本の良さや見直す
べき点について見えてくると思う．
日本の看護や看護教育に目を向け，その実態を深く知ることで，日本と韓国の類似点，相違点に
気づき，日本のこれからの看護についても考える機会となった．
韓国では移民の数が年々増加しているため，文化や価値観の異なる患者に対する接し方について
考える必要があることが理解できたとともに，日本も今後考えられる問題であると思った．
国際的な視野を持つことの
重要性への気づき
現代社会における看護師は，文化適応の能力を必要としている患者に接することが多いため，国
際的な視野を持つことが大切であることを学んだ．
グローバルな視点を持つ，常に世界を考えられるような人物になりたいと思った．
異文化理解には言語以外も
重要であることへの気づき
相手を理解する時には言語だけでなく，表情や行動など様々な視点で捉えることが重要であるこ
とがわかった．
異文化の人々を理解するためには，言語のみが重要では決してない．
韓国文化への理解の深まり
韓国で生活することで，韓国の食生活や慣習などを肌で感じることができた．
チマチョゴリは足を広げやすく，座り方も正座ではなく色々な座り方があったり，礼の儀式にも
一連の動作があったりと，実際にやってみることで楽しく学ぶことができ，とてもよい体験となっ
た．
日本文化への理解の深まり
日本文化を紹介するうえで茶道について調べるよいきっかけになった．相手に最善のおもてなし
を心がける日本文化がわかった．
日本文化紹介の準備を通して日本の文化について知ることができた．
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表３　プログラムに参加した学生の変化
分　　　類 具　　体　　例
学習意欲の高まり
人々との交流による学
習意欲の高まり
韓国では看護管理者が大学院を修了していることが当たり前の現状があるよう
だ．私も1つ1つ目の前にある課題をこなし，患者のために何か役立てられるこ
とにつながるよう日々精進したい．
老人ホームの管理者を見て，とても努力家であり，賢く，ナースという職種に
誇りを持っていることが感じられ私も刺激を受けた．
看護学生との交流は，学習や研究に対する学習意欲を高めるきっかけとなり，
両国の看護の発展に向かってこれからも一緒に追究していくことのできる大切
な仲間を得ることができた．
日本の看護への関心の
高まり
韓 国 の 保 健 所 で のU-Health（ICT：Information	and	Communication	
Technologyを活用した健康管理の取り組み）を知り，日本の保健所での取り
組みについてもっと調べてみたいと思った．
海外への関心の高まり
異国のことをもっと知りたい．日本との比較をしてみたい．
今回初めて海外に出て日本以外の国を知ることができた．いろいろな国に行っ
て，いろいろなことを感じ，考えたい．次回は日本とは全くかけ離れた文化圏
に行ってみたい．
さらなる視野の広がりを期待して，目標を新たに定め留学したい．
看護の素晴らしさの再
発見
色々な人たちと交流し，様々なことを学習していくなかで，看護の素晴らしさ
を再認識し，看護の道を選んで本当に良かったと改めて思った．今後の学習に
対するモチベーションの向上にもつながるよい機会になった．
新たな関心分野の発見
留学体験によって，新たな興味分野を発見することができた．
発展途上国支援の研究の講義を受けて，将来的に発展途上国で研究を行うこと
などにも興味がわいた．
英語力を高める必要性
の痛感
話したい気持ちがあったとしても，その気持ちを言葉にしてうまく伝えていく
ことは非常に難しいことであると感じた．今まで漠然としていた英語力の重要
性について改めて気づかされたと同時に，今後，大学での勉強と並行しながら
英語力を身につけていきたいと強く感じた．
コミュニケーションを円滑に進める上で，公用語である英語を話せることの重
要性を感じた．ソウル国立大学の学生の方々は皆英語がとても上手で，よい刺
激を受けた．これからより一層英語の学習に励みたい．
将来の目標の明確化
日本の看護の発信者と
なる決意
日本で保健師としての経験を積んだ後に，日本のよい看護を世界に発信できる
よう，努力を惜しまず様々なことに興味・関心を持ち続け，色々なことに挑戦
し続けたい．
国際的な視点を持ちながら，日本に影響を与える諸外国の看護の習得や，日本
の看護のよさを他国にも伝授できるような存在でありたい．
自分が目指す看護職像
の具体化
国際分野の看護に興味が持てた．これからの就職にも大いに役立つと思う．
今回の貴重な経験を経て保健師になる決意をした．
私自身，以前から海外や語学に興味を持っていたこともあり，韓国での留学体
験は将来自分がどのような分野に進んでいきたいのか，その方向性が明確にな
るよう手助けをしてくれるものであった．
自己の成長の実感
視野の広がり プログラムを通して様々な貴重な経験ができ，自分の価値観や視野が広がった．
自主性の獲得
自主性を獲得できた．自分の意見を進んで発言したり，現地の人たちと積極的
にコミュニケーションをとったりするように心がけた．緊張したり自信を持て
ない時もあったが，やはり何事も自主的に取り組むことでより有意義なものと
なることを身をもって感じることができた．
る．
　現地学習では，異文化看護に関する講義は，
《日本での看護に生かせる新たな知識の獲得》に
つながっていた．また，「発展途上国支援の研究
の講義を受けて，将来的に発展途上国で研究を行
うことなどにも興味がわいた．」など，新たな関
心分野の発見にもつながっていた．「老人ホーム
の管理者を見て，とても努力家であり，賢く，
ナースという職種に誇りを持っていることが感じ
られ私も刺激を受けた．」などの具体例にあるよ
うに，施設見学での優れた実践者との出会いは，
学生の学習意欲を刺激していることがうかがえた．
現地での体験は，“Transcultural	Nursingプログ
ラム”の学習目的・学習目標に関する学びに加え
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て，学生の学習意欲を高め，将来の目標を明確化
することにつながり，学生のキャリア形成にも寄
与したと考える．
　事後学習では，帰国後グループワーク，学習成
果に関するレポート作成，学内成果報告会を実施
した．学生は，発表をし，他者からの質問を受け
る機会を反復してもったことで，“Transcultural	
Nursingプログラム”の学習目的・学習目標に照
らして事前学習・現地学習の体験を意味づけるこ
とができたと考える．
　なお，事前学習から事後学習にかけての教員の
かかわりの有効性については，学習レポート・ア
ンケートの記述からの分析が困難であった．現地
学習で行う引率教員との振り返りや日々の学習記
録へのコメントが学生の学びや変化にどのような
影響を及ぼすのかについてを含め，今後検討が必
要である．
Ⅷ．結　　　論
　ソウル国立大学看護学部へのショートビジット
プログラムへの参加により学生は，《文化に配慮
した看護の重要性への気づき》《自分の価値観は
当たり前ではないことへの気づき》など，概ね
“Transcultural	Nursingプログラム”の学習目
的・学習目標に沿った学びを得ることができた．
また，本プログラムでの体験は，《学習意欲の高
まり》《将来の目標の明確化》など，学生のキャ
リア形成にもつながっていることが示唆された．
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